
ふれあい記録 

実施日：平成 25 年 7月 18 日     当番者名 相川 勲 小川芙美子     

コース名：独自コース 6番「富士山吉田口登山道一合目から五合目」 

                        （通し番号第 92回） 

天  候： 朝のうち曇りのち晴れ 

参加者名：  

相川 勲・市瀬英雄・岩崎宗郷・小川芙美子・小俣悦男・笠井欣三・

鹿島敦子・神谷順子・功力満紀子・真田雅行・柴崎幸治・新海 昭・

西村寿文・堀井克子・宮原さち子・宮原宏至・山奥利光・吉田千代    

(五十音順)           計 18名（内、男 11名 女 7名）                                                           

交 通（時刻）： 

 往き 東神奈川駅 6:32発～7:28着八王子駅 7:34発～7:41着高尾駅 

    7:47発(河口湖行き)～9:19着富士山駅 

  タクシー9:37発～北口本宮冨士浅間神社(9:50～10:00拝観)～ 

  馬返し 10:20着 

 帰り 富士スバルライン五合目 15:10発～15:55着河口湖駅 16:18発～ 

    17:13着大月駅 17:36発～18:12着高尾駅 18:14発～ 

    18:21着八王子駅 18:31発～19:30着横浜駅      

コースタイム（時刻）                         

馬返し<準備体操>10 時 30 分発～10：45 着一合目～11：20 着二合目～

11:52 着三合目(昼食)12:15 発～12:45 四合目～(ｵﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 13:30－

13:45)～14：00 着五合目(佐藤小屋)14:15 発～14:50 富士スバルライン

五合目着 

                歩行距離約 5.5㎞ 標高差 875ｍ 

みどころ： 

① 世界遺産構成要素の１つ北口本宮冨士浅間神社とその建物群・樹

林・豪華な神輿と赤富士神輿（残念ながら日本 1の大鳥居は工事中） 

② 登山道の合目毎の歴史など記した詳しい説明板と茶屋の廃屋など 

③ 登山道の石畳と浸透桝(雪解け水や雨での道の洗掘を防ぐ) 

自然観察：  

① 馬返しまでの｢草山｣、五合目までの「木山」、頂上までの｢焼山｣と言

われる植生や自然の変化 

② 佐藤小屋五合目からスバルライン五合目にいたる御中道から河口湖

や山中湖方面の眺望 

③ 樹林の中が多かったがシモツケソウ・サラシナショウマ・オダマキ・ 

ウツギ・エゴノキ・シャクナゲの花々 

特記事項：7月の暑い季節に当コースを選んだのは正解だった 



 


